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６月２６日(日)、天気予報で降雨を覚悟したのです

が、好天に恵まれ、快適な登山となりました。 

岩手県西和賀町越中畑の登り口から出発し、「牛泊ま

り」や「ふきどり地蔵」「一本杉」などで小休止をとり、

頂上に到着。当日に登山道の草刈りをしていたことも

あって岩手県側は登りやすく、予定より早く昼休憩を

とることができました。昼食をとりながら、同行した

市文化財保護課の高橋輝幸氏から白木峠の歴史につい

て解説していただきました。 

草刈り作業をしていた方々とも交流を深め、下山途

中「五輪の塔」で遭難者に想いを馳せ、古道と林道を

下り、「小松川番所跡」でゴールを迎えました。 

 

山内地区交流センターだより 

  

 

 

 

８月のセンター事業のご案内 

 

チャレンジキッズ 夏の夜空を見つめて（天体観察） 
日  時  令和４年８月５日（金） １９：３０～２０：５０ 

場  所  山内小学校グランド・プラネタリウム室 

参加対象  山内小学校児童と保護者 

指 導 者  横手星の会 会員 

そ の 他  ・山内小学校に募集チラシの配布を依頼し、８組２２名 

の参加申込がありました。 

           ・雨天や曇天で星座観察できない場合は、学校のプラネ 

タリウム室で星座の学習をします。 

       

 

  

 

７月２４日（日）、前日までの雨がうそ    

のようにあがり、鮮やかな緑の天井の下 

を、２１名の参加者が自分のペースで景  

色を楽しみながら歩きました。回顧の滝 

はいつもより水量も多く、轟
ごう

音を立てて 

流れ落ちる様
さま

に迫力を感じました。 

  

 

 

 

  クニマス未来館では、館長さんからク 

                          ニマスの生態について詳しく話を聞くこ 

  とができました。 

                         参加者からは、運動、食事、見学とメ

ニューが豊富で楽しかった、抱返りはや     

                          っぱり秋かななどの声をいただきました。 

 



８月  公民館貸館状況  ７ 月 ２ ５ 日 現 在  

日 月  火  水  木  金  土  

 
１ 

つるし飾り 

フラサークル 

２ 
囲碁同好会 
いきいきサロン 
S エアロビック 
子ども教室 

３ 
S エアロビック 

４  
おりひめ 
フレッシュ３B
子ども教室 

５ 
よさこい 
チャレンジキッ
ズ（天体観察） 

６ 

 

 
８ 

子ども教室 

９ 
囲碁同好会 
 

10 

 

山の日  
 

12 

よさこい 

 

13 
 

 
15 

 

16 
囲碁同好会 
 
 

17 
S エアロビック 

18 19 
おりひめ 
よさこい 
 

20 
つむぐ 
 

 

 22 

県スマホ体験会 

明月会 

23 
囲碁同好会 
健康の駅 
民児委協議会 
 

24 
S エアロビック 
市 ス マ ホ 教
室 
 

25 
 

26 
よさこい 
脳ハツラツ 
婦人会 

27 

行政相談 

 
29 

 

30 
囲碁同好会 
 
 

31 
市育児講座 

 

 

  

 

      

 

山内地域人口 ２,９９０人（男 １,４３４人 女１,５５６人） １,１６９世帯  ６月末現在 

 「ママにうれしい防災教室」 

日 時 令和４年９月２日（金）            参加費 無料 

受付 ９：４５～ 講座１０：００～１１：００   持ち物 おむつ、おやつ、飲み物、  

場 所 山内公民館研修室（山内地域局２階）          いつものお出かけセット 

講 師 横手市危機対策課職員             受付締切 令和４年８月２２日（月） 

内 容 災害用備蓄品とローリングストックの活用法   その他 申込時にお子さんの名前、年齢   

対 象 乳幼児親子 ※託児をお受けします           連絡先をお伝えください 

申込＆問合せ先 山内地区交流センター ☎ 38-8810   山内子育て支援センター ☎ 53-2172  

                     

山内に４番目の共助組織ができます！ 

  上平野沢地区に間もなく共助組織が立ち上がります。三又地区・南郷地区・筏地区に続いて４番 

 目となる支えあいの組織です。国でも地方でも少子高齢化の波を食い止めるべく様々な手を打っ

てきていますが、地方は歯止めどころか拍車がかかる一方です。山内地域はとりわけこの傾向が

強く、行政に頼るにも限りがあり、自分たちでできることは自分たちでという「自助や共助」が強

調されるのが今の時代です。上平野沢（吉谷地・武道）地区では、このままでは地域が持たないと

いう危機感から共助組織を立ち上げました。消防団員を核にした組織づくりというところが特徴

といえそうです。設立の経緯や総会の様子は後日お知らせする予定です。 

 

 


